
避難施設関係者連絡会実施報告書

1 実施日時 年　　 月 日（　　）( 金 ) ： ～ ：

2 開催場所

3 [書ききれない場合は裏面の空いてる欄に氏名の記入をお願いします。]

市民
組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

組織名 氏名

17 00

【　都立町田高等学校 ・ 　】

2023 10 6 15 30

出 席 者

【 都立町田高等学校 】 学校長をはじめ５名

指定職員４名　防災課２名

新中町自主防災隊 ２名

グランリビオ町田ガーデンコート ２名

中町中央町内会 １名

東ヶ丘住宅自主防災隊 ２名

上の原自治会 １名

南大谷町内会 １名

中町三丁目自主防災隊 １名

さざなみ自治会自主防災隊 １名



4 議事録（連絡会の中ででた主な意見や意見交換内容など）

学校：確認する。また、生徒と一緒の訓練はやらなきゃいけない認識はある。

委員：私は連絡会に3回目4回目出ている。少しずつではあるが進んでいる。やっと体育館や武道
館見学した。ようやく何人くらい避難出来るかわかった。

去年は防災倉庫から、点検という名目で訓練を実施した。

去年やったことに少しずつプラスした何かができればと思う。生徒も全員参加が難しければ、委
員会等の小単位で一緒にできると地域としてはありがたい。

マニュアルの委員長・副委員長について、委員長及び副委員長が新中町自主防災隊から選出。委員がグ
ランリビオより選出となる。こちら修正ください。

１挨拶

委員長：町内会自治会は1年単位で交代となるが、避難施設については、継続的にすすめていきたい。

都立高校ということもあるが、机上の話だけではなく、実地訓練を実施したいと思うので、皆様よろしくお願い
します。
町田高校学校長：創立94年。地域の皆様と連携をとる期間も長くなっている。発災時は市であるから都であ
るからと垣根を作るわけにはいかないため、避難訓練に声をおかけして地域も一緒に実施したいと考えてい

防災課：避難施設連絡会について、説明。続いて配布資料について、説明。

学校：年間のスケジュールを組んでいる。大会がない時期、活動がない時期にいれることは可能かもしれな
い。

だが、急に入れるのは難しいかもしれないため、今年度は難しい。

委員長：昨年度は1月5日にいれさせていただいた。その年度内に決めてもらった。ただ資機材を出してだけ
だったので、

もう少し大規模で実施したい。

学校：どのような規模で、どのレベル感でやるというのがわからない。

副委員長：昨年度学校への入り方を共有した。

防災課挨拶。指定職員順に挨拶。地域役員順に挨拶。

２　開設訓練について

委員長：学校があり、土日はクラブ活動があるのでいつ使えるのかお聞きしたい。人を集めて実施したいが
いかがか。

防災課：地域の方をお呼びして訓練は可能か。

副委員長：日中学校には生徒がいる際にどのように地域住民が避難するのか。

学校：生徒が在校時に訓練は可能なのかかということでよいか。

副委員長：その時間帯に合った訓練を実施したい。

学校：地域と連携して訓練を実施するよう言われている。現実、授業のかかわり兼ね合いがあるので今年度
は実施が難しい。来年度も日程調整が必要である。

生徒がいる状態での訓練を実施できるかは検討する。

防災課：今年度は急な日程で地域と連携した訓練が難しいのであれば、生徒とコンタクトしない訓練を実施
できないか。

学校：私は今年度から着任したため、確認していない。

副委員長：経路は正面玄関から入り三階までの外階段を使用する。避難施設としての利用は主に体育館で
ある。
委員長：前年度の副校長は東日本大震災時大田区の学校に勤務していた際に、帰宅困難者を受け入れた
経験があり、

その経験を基に正門のところは閉鎖して中門に看板を建てる等意見交換をした。

基本は在宅避難ですすめているが、在宅避難が難しい場合は避難施設に行かざるを得ない。

学校と防災課の方で日程調整してほしい。



これについては避難者の人数に応じて変更していくように考えている。

副委員長：倉庫よりも鍵の開け方だけでも確認したほうが良いのでは。

委員：市指定職員は発災時どのような動きとなるのか。

防災課：自動参集となる。

副委員長：門は空いているため、入ることは可能である。

委員：町内会の中でも、まずは自分の家を確認するよう話をしている。

委員長：町内会自治会に入ってない人の混乱をどうするのか。非会員の対応はどうしたら良い
か。

防災課：皆様のご協力をお願いしたい。

委員長：鍵の開け方は皆さん大丈夫ではないか。

副委員長：できたら、シナリオをつくってもらいたい。

委員：来年度の話なので、どういう訓練を考えているのか学校に確認してほしい。

防災課：町田高校の防災教育の会議でも共有されるのでその中でも確認する。

委員：町田高校の避難計画を知りたい。学校の想定と全く違う動きではよくない。

防災課：出せる範囲で出してもらえるように要望する。

副委員長：マニュアルの自宅療養者と濃厚接触者の扱いについて聞きたい。

委員：これまで通り検温はするのか。

防災課：実施を想定している。上記2つの設定した部屋は「体調不良者」や要配慮者用の部屋とし
て設定することもありうる。

今年度の訓練については、校舎に入れる日程で学校にお願いしていく。

難しい場合は、資器材の確認等でお願いしたい。

委員長：来年度の訓練の日程は2月くらいに出しとかないと間に合わない。

防災課：どの程度の規模で訓練を実施するか

委員長：１町内会10名程度必要では

委員：資器材出してくらいだと少なくてもよい。炊き出しもやるのか。

副委員長：キャンプ用品を使うなども検討してみては

委員：衛生面を考えると凝固剤などのトイレがよい。

防災課：避難施設の経路の確認などはある程度の人数が来ていただかないと訓練が難しいので
は。来年度は生徒がいる中で要望でよいか。

委員：今年度訓練を実施するとしたら、生徒のいないときが現実的。昨年度は急に決まったと記
憶している。

指定職員：日程調整しますといって急に決まった。

副委員長：外階段は要配慮者の使用が大変。トイレが自由に使えない。どこまで使っていいかわ
からない。

委員長：体育館棟のみ。

防災課：トイレについては、市立小中学校はマンホールトイレがあるが、都立高校にはない。

東京都とは学校の大規模改修工事の際に設置すると調整しているが、現在予定はないので、都立
高校にはラップトイレの配備を予定している。

来年度の日程をおさえてほしい。

防災課：来年度のスケジュールをおさえる。

学校は都合により退席



防災課：防災課から情報共有。

今年度まちだ防災カレッジポータルサイト、町田市WEBポータルサイトをそれぞれ立ち上げた。

防災カレッジでは他避難施設での会議の状況など見ることができるので、ぜひご覧いただきた
い。

委員：次回から次第に名前を入れてほしい。

防災課：次回以降検討する。


